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認定こども園ド・レ・ミ卒園式
　別れと出会いの季節。

家族と先生への感謝の気持ちを胸に

新たな一歩を踏み出しました。



１
　
第
６
次
新
冠
町
総
合
計
画
策
定

に
つ
い
て

　

計
画
期
間
を
10
カ
年
と
し
た
第
５

次
総
合
計
画
は
今
年
度
最
終
年
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
役
場
内
組

織
と
し
て
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
計
画
案
策
定
の
外
部
諮

問
機
関
と
し
て
「
豊
か
な
新
冠
町
を

造
る
計
画
委
員
会
」
を
組
織
し
、
昨

年
６
月
５
日
、
令
和
２
年
度
を
初
年

度
と
す
る
新
た
な
計
画
策
定
に
つ
い

て
諮
問
し
ま
し
た
。 

　

策
定
作
業
経
過
は
、
第
５
次
総
合

計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
の
評

価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
評
価
・
検

証
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
し
い
計

画
づ
く
り
に
向
け
分
野
ご
と
の
専
門

部
会
で
、
課
題
の
分
析
、
基
本
計
画
、

具
体
施
策
の
協
議
を
進
め
、
本
年
２

月
19
日
の
第
３
回
「
豊
か
な
新
冠
町

を
造
る
計
画
委
員
会
」
に
お
い
て
基

本
構
想
を
含
め
た
第
６
次
新
冠
町
総

合
計
画
の
最
終
案
が
ま
と
ま
り
、
２

月
21
日
、
同
委
員
会
の
橋
本
正
美
会

長
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
幅
広
い
視
点

か
ら
熱
心
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し

た
委
員
の
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
ま
ち
の
将
来

像
は
、
第
５
次
総
合
計
画
を
踏
襲
し

た
中
で
も
現
在
の
社
会
情
勢
に
沿
っ

た
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
を
計
画
の
基
本
方
針
と
し
、
町

民
一
人
ひ
と
り
に
光
を
あ
て
、
思
い

や
り
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
新
冠
町
の

創
造
に
向
け
て
、「
思
い
や
り
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
“
レ
・
コ
ー
ド
な
ま

ち
”
に
い
か
っ
ぷ
」
と
し
て
お
り
、

町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
全
て
の
施

策
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
す
。

２
　
新
冠
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
国

庫
補
助
事
業
で
、
事
業
対
象
者
は
、
住

民
税
が
非
課
税
の
低
所
得
者
、
及
び

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
子
育
て

世
帯
と
し
、
購
入
金
額
が
最
大
２
万

円
で
２
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
購

入
で
き
る
も
の
で
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
申
請
受
付

開
始
日
な
ど
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
、
町
政
事
務
委
託
文
書
や
商
品
券

を
利
用
で
き
る
店
舗
に
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図

り
、
商
品
券
を
購
入
し
て
も
ら
う
よ

う
努
め
ま
し
た
。

　

商
品
券
購
入
結
果
は
、
住
民
税
が

非
課
税
の
低
所
得
者
が
、
対
象
見
込

１
１
８
３
人
に
対
し
、
申
請
受
理
数

は
１
４
８
人
で
、
そ
の
内
交
付
決
定

者
数
が
１
２
２
人
、
実
際
に
商
品
券

を
購
入
さ
れ
た
方
は
１
１
６
人
で
、

購
入
金
額
２
３
０
万
円
、
プ
レ
ミ
ア

ム
分
を
加
算
す
る
と
２
８
７
万
５
千

円
分
の
商
品
券
が
販
売
さ
れ
、
購
入

率
は
９
・
８
％
で
し
た
。
一
方
、
子

育
て
世
帯
は
交
付
決
定
者
１
４
２
人

に
対
し
、
52
人
が
購
入
、
購
入
金
額

１
０
０
万
８
千
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分

を
加
算
す
る
と
１
２
６
万
円
分
の
商

品
券
が
販
売
さ
れ
、
購
入
率
は
36
・

６
％
で
あ
り
、
合
計
で
事
業
対
象
見

込
１
３
２
５
人
に
対
し
、
１
６
８
人

が
購
入
、
購
入
金
額
３
３
０
万
８
千

円
、
購
入
率
12
・
７
％
と
い
う
結
果

で
す
。
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３
　
日
高
中
部
衛
生
施
設
組
合
の

各
種
手
数
料
の
改
正
に
つ
い
て

　

し
尿
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
、
近

年
に
お
け
る
材
料
費
な
ど
の
高
騰
、

及
び
人
件
費
の
増
加
と
い
っ
た
委
託

料
原
価
の
上
昇
を
踏
ま
え
、
日
高
中

部
衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て
手
数
料

の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
こ
れ
ま

で
の
10
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
76
円
の
し

尿
処
理
手
数
料
を
、
約
２
割
増
の
10

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
91
円
に
改
正
さ
れ
、

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
す
。

　

日
高
中
部
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直

接
搬
入
の
ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
10
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
１
５
０
円
の
ご
み
処
理
手
数

料
を
、
２
割
増
の
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
１
８
０
円
に
改
正
さ
れ
令
和
２

年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
町
委
託
の
家
庭
ご
み
の
収

集
に
関
わ
る
指
定
ご
み
袋
の
価
格
は

従
前
の
と
お
り
で
す
。

４
　
国
保
診
療
所
の
新
た
な
医
師

の
着
任
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
よ
り
医
師
１
名
が
欠
員

状
態
で
医
師
の
招
聘
に
つ
い
て
努
力

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
が

決
定
し
、
常
勤
医
師
と
し
て
新
た
に

着
任
す
る
医
師
は
、
佐さ

と
う藤

兆よ
し
あ
き昭

医
師

で
診
療
科
目
は
内
科
と
な
り
ま
す
。

　

佐
藤
医
師
は
、
北
海
道
大
学
卒
業

後
、
札
幌
市
や
小
樽
市
な
ど
の
病
院

に
勤
務
さ
れ
、
医
師
歴
約
30
年
の
ベ

テ
ラ
ン
で
、
か
ね
て
よ
り
地
域
医
療

に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
や
出
張
応
援

医
師
と
し
て
国
保
診
療
所
で
何
度
か

勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
冠
町
民

の
た
め
に
出
来
る
限
り
尽
力
し
て
い

た
だ
け
る
事
を
お
約
束
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
方
、
４
月
か
ら
札
幌
市
の
医
療

法
人
社
団
三
樹
会
病
院
様
の
全
面
ご

支
援
・
ご
協
力
の
も
と
、
毎
月
数
日

間
だ
け
で
す
が
、
泌
尿
器
専
門
外
来

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
内
で
も
有
名
な
泌
尿
器
科
専
門

病
院
の
医
師
に
よ
る
出
張
診
療
を
是

非
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
　
北
海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
に
係

る
損
失
補
償
契
約
の
解
除
に
つ
い
て

　

北
海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
は
、

農
協
系
統
団
体
や
市
町
村
、
北
海
道

が
連
携
し
て
運
用
す
る
公
的
資
金
で
、

本
資
金
制
度
を
運
用
す
る
に
は
、
北

海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
及
び
市
町

村
に
よ
る
信
用
補
完
が
前
提
条
件
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
第
４

回
定
例
会
で
３
億
１
０
１
７
万
３
千

円
を
限
度
額
と
す
る
債
務
負
担
行
為

が
議
決
さ
れ
、
平
成
26
年
１
月
29
日

付
け
で
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会

と
損
失
補
償
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
交

わ
し
た
損
失
補
償
契
約
で
は
、
新
冠

町
農
協
が
合
併
な
ど
に
よ
り
組
織
再

編
し
た
と
き
に
は
、
本
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
新
冠
町
農

協
に
お
い
て
信
用
事
業
が
譲
渡
さ
れ

「
総
合
農
協
」
か
ら
「
専
門
農
協
」
へ

と
組
織
再
編
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
１
月
12
日
を
も
っ
て
損
失

補
償
契
約
を
解
除
し
ま
し
た
。

６
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
「
農
業

支
援
員
」
の
採
用
に
つ
い
て

　

新
規
就
農
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
全
国
的
に
広
が
り
、

農
業
支
援
員
の
確
保
に
大
変
苦
慮
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
農
業
支
援
員
を

募
集
す
る
当
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

新
規
就
農
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
札
幌

市
及
び
千
葉
県
か
ら
２
組
の
応
募
が

あ
り
、
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で

採
用
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

お
二
方
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
就
農

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご

家
族
で
一
念
発
起
を
さ
れ
、
当
町
に

移
住
し
新
規
就
農
を
目
指
す
も
の
で
、

新
冠
町
農
協
や
農
業
委
員
会
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
業
共
済
組

合
な
ど
の
農
業
関
係
機
関
・
団
体
の

ほ
か
、
研
修
先
と
な
る
受
入
農
家
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
就
農
へ

の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

７
　
町
有
牧
野
の
ヨ
ー
ネ
病
発
生
状
況

と
哺
乳
牛
舎
の
用
途
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
10
月
に
町
有
牧
野
で
飼

養
し
て
い
る
町
有
牛
か
ら
法
定
伝
染

病
で
あ
る
ヨ
ー
ネ
病
患
畜
が
１
頭
発

生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
新
た
に

12
月
に
１
頭
、
１
月
に
２
頭
の
患
畜

が
見
つ
か
り
北
海
道
知
事
の
殺
処
分

命
令
に
基
づ
き
処
理
し
て
お
り
、
今

後
も
、
北
海
道
日
高
家
畜
保
健
衛
生

所
を
は
じ
め
指
導
獣
医
師
の
指
導
の

も
と
、
清
浄
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
哺
乳
牛
舎
に
つ
い
て
は
、
酪

農
作
業
で
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
哺
乳
期
の
子
牛
を
受
託
し
、
自
動

で
人
工
哺
乳
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
装
備
し
た
施
設
で
、

町
内
酪
農
家
の
皆
さ
ん
の
哺
乳
期
の

業
務
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
整
備
し
た
も
の

で
す
が
、
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
ヨ
ー

ネ
病
に
よ
り
、
初
期
の
目
的
に
沿
っ
た

利
用
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

施
設
が
遊
休
化
す
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
国
の
指
導
に
よ
り
ヨ
ー
ネ
病
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清
浄
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
有

牛
の
哺
乳
期
の
人
工
哺
乳
業
務
に
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
有
牧
野
で
の
ヨ
ー
ネ
病
清
浄
化

を
達
成
し
た
後
に
、
酪
農
家
の
皆
さ

ん
か
ら
子
牛
を
お
預
か
り
し
、
事
業

の
目
的
に
沿
っ
た
利
用
を
行
い
ま
す
。

８
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
１
月
中
旬
か
ら
国
や
道
か

ら
の
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
を
注
視

し
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
28
日
の
道

内
で
の
感
染
者
確
認
を
受
け
、
１
月

末
日
付
け
で
町
内
社
会
福
祉
施
設
へ
、

手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
予
防

対
策
や
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
提
供
、

町
民
に
対
し
て
は
取
り
急
ぎ
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
注
意
喚
起
文
書
な
ど

の
掲
載
、
役
場
内
へ
も
同
様
の
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共

施
設
へ
の
手
指
消
毒
剤
の
設
置
と
感

染
症
対
策
に
係
る
備
蓄
資
機
材
調
達

な
ど
の
対
応
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
道
内
外
に
お
い
て
感
染

者
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
２
月
25

日
に
「
新
冠
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
準
備
室
」
を
設
置
し
、

３
月
15
日
ま
で
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

の
原
則
中
止
の
方
針
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
町
主
催
以
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
も
開
催
の
自
粛
に
向
け
、

関
係
団
体
と
調
整
す
る
こ
と
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

　

２
月
26
日
、
新
ひ
だ
か
町
で
の
感

染
者
発
生
の
情
報
を
受
け
、
同
日
付

け
で
対
策
準
備
室
か
ら
「
新
冠
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
へ
改
め
、
町
内
に
お
け
る
感
染

者
の
発
生
と
蔓
延
の
防
止
の
た
め
、

事
前
対
策
、
情
報
収
集
な
ど
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
継
続
し
て
本
部
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
小
中
学
校
教
育
施
設
な
ど
は
、

北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
２
月
27
日

か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
臨
時
休
業
要

請
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
要
請

ど
お
り
臨
時
休
業
と
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
更
に
そ
の
後
、
示

さ
れ
た
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
３
月

24
日
ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
」

「
児
童
館
」
な
ど
も
、
休
所
ま
た
は
休

止
を
決
定
し
、
そ
の
他
の
公
共
施
設

も
、
３
月
末
ま
で
休
止
な
ど
の
取
り

扱
い
と
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
町
実
施
事
業
は
、

中
止
や
延
期
、
縮
小
や
感
染
防
止
対

策
の
実
施
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が

引
き
続
き
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組

み
と
町
民
へ
の
正
確
な
情
報
の
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

１
　
令
和
元
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能

力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
調
査
は
例
年
同
様
、
小
学
５
年

生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
実
技

８
種
目
に
加
え
、
児
童
生
徒
及
び
学

校
、
教
育
委
員
会
に
対
す
る
質
問
紙

調
査
の
内
容
に
よ
り
４
月
か
ら
７
月

末
ま
で
の
期
間
で
行
い
、
文
部
科
学

省
か
ら
調
査
結
果
に
つ
い
て
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

　

体
格
に
関
す
る
項
目
の
う
ち
、
身

長
・
体
重
の
状
況
は
、
い
ず
れ
も
全

国
平
均
と
比
べ
、
男
子
は
、
小
・
中

学
生
と
も
に
「
ほ
ぼ
同
様
、
や
や
高

い
」
状
況
が
見
ら
れ
、
女
子
は
、
小
・

中
学
生
と
も
に
「
同
様
、
や
や
痩
せ

て
い
る
」
状
況
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
技
調
査
で
は
、
小
・
中
学
生
が

男
女
と
も
に
「
握
力
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
」
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま

し
た
が
、
「
50
Ｍ
走
」
「
20
Ｍ
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン
」
の
２
種
目
で
は
下
回
る
結

果
で
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
意
識
傾
向
と
し
て
、

「
運
動
が
好
き
」「
運
動
す
る
時
間
を

持
ち
た
い
」「
保
健
体
育
の
授
業
が
楽

し
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
見
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
結
果
分
析
を
進
め
る
と

と
も
に
、
経
年
的
な
傾
向
を
踏
ま
え
、

体
力
向
上
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

体
力
向
上
対
策
を
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

２
　
新
冠
中
学
校
卒
業
生
の
進
路

希
望
状
況
に
つ
い
て

　

新
冠
中
学
校
卒
業
生
徒
数
43
名
、

全
て
の
生
徒
が
進
学
希
望
で
、
出
願

の
内
訳
は
、
日
高
管
内
公
立
高
校
へ

の
希
望
者
が
30
名
、
管
外
公
立
高
校

が
９
名
、
私
立
高
校
の
単
願
が
４
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
現
在
で
６
名
の
合
格
が

内
定
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
特
徴

と
し
て
、
管
外
の
公
立
校
・
私
立
校

を
目
指
す
生
徒
の
多
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

３
月
４
日
に
公
立
高
校
の
学
力
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
本
年

度
に
つ
い
て
は
、
学
力
検
査
の
み
と

し
、
面
接
試
験
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
育
長
行
政
報
告

第１回定例会

新冠中学校での
体力向上の取り組みの様子

３
　
新
冠
町
小
中
学
校
適
正
規
模
等
基

本
方
針
の
策
定
に
係
る
答
申
に
つ
い
て

　

昨
年
５
月
に
「
町
立
学
校
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
小
中
学

校
適
正
規
模
な
ど
に
関
し
諮
問
し
て

お
り
、
昨
年
12
月
20
日
に
検
討
委
員

会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
国
や
北
海
道

の
学
校
適
正
化
の
基
本
的
考
え
方
の

確
認
、
小
・
中
学
校
の
現
状
と
児
童

生
徒
数
の
将
来
推
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、

答
申
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
点
目
、
町
立
学
校
の
適
正
規
模

で
は
、
学
級
定
員
数
は
、
１
学
級
25

か
ら
30
名
程
度
が
適
当
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
町
立
学
校
の
適
正
配
置

で
は
、
町
内
の
小
学
校
は
再
編
整
備

（
統
合
）
を
視
野
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
早
期
に
基
本
計
画
を
策
定
し

方
針
を
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
、
町
立
学
校
の
施
設
整
備

で
は
、小
中
学
校
の
早
期
改
築
（
新
築
）

計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
点
目
、
再
編
整
備
検
討
に
関
し

て
配
慮
す
べ
き
事
項
で
は
、
小
学
校

２
校
間
に
お
け
る
交
流
や
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
に
関
し
運
行
の
柔
軟
性
、

ま
た
、
学
校
運
営
に
関
し
効
果
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
教
育
委
員
会
で
は
、

本
年
９
月
を
目
途
に
、
義
務
教
育
課

程
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

４
　「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
つ
い
て

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
国
の
補
助
事
業
で
、
各
学
校

に
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
学
習
用
端

末
を
配
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

国
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
、
全
国

の
公
立
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
年
次
計
画
で

全
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
、
本
定
例
会
補
正
予
算

で
、
補
助
の
採
択
要
件
で
あ
り
ま
す

小
中
学
校
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
係
る
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
と
し

て
配
線
工
事
な
ど
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
１
人
１
台

端
末
機
器
整
備
に
向
け
、
機
種
選
定

な
ど
を
進
め
、
工
事
完
了
後
、
計
画

に
沿
っ
て
機
器
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
　
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
遊
戯

ホ
ー
ル
床
改
修
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

　

１
月
８
日
、
認
定
こ
ど
も
園
の
遊

戯
ホ
ー
ル
で
、
園
児
が
リ
ズ
ム
遊
び

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
床
板
の
一

部
が
剥
離
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
、

４
歳
児
１
名
の
首
筋
後
方
部
に
裂
傷

を
負
わ
せ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

病
院
を
受
診
し
た
結
果
、
全
治
数

日
程
度
の
軽
傷
で
大
き
な
怪
我
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
日
、
副

町
長
を
は
じ
め
建
設
水
道
課
職
員
と

と
も
に
現
場
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、

施
設
内
全
体
に
床
材
の
歪
み
や
剥
離

箇
所
が
あ
り
、
今
後
も
同
様
の
事
案

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
、

早
急
に
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
、
工
事
費
用
に
係
る
補
正
予
算

を
１
月
８
日
付
け
で
専
決
処
分
に
て

措
置
し
ま
し
た
。

　

負
傷
さ
れ
た
園
児
、
保
護
者
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
安
心
安
全
な
教
育
保
育
活
動

の
実
践
に
職
員
一
同
、
意
を
用
い
て

い
き
ま
す
。

６
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
施
設
、

及
び
主
催
事
業
は
、
感
染
症
対
策
本

部
の
方
針
に
基
づ
き
、
施
設
の
休
館
、

事
業
の
中
止
ま
た
は
延
期
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
対
応
は
、
北
海
道
教

育
委
員
会
か
ら
の
通
知
が
あ
り
、
要

請
ど
お
り
２
月
27
日
か
ら
３
月
４
日

ま
で
臨
時
休
業
措
置
を
決
定
し
ま
し

た
が
、
２
月
28
日
に
は
、
国
の
方
針

を
踏
ま
え
、
道
教
委
か
ら
臨
時
休
業

の
延
長
要
請
が
あ
り
、
３
月
24
日
ま

で
休
業
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
各
校
に
通
知
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
認
定
こ
ど
も
園
と
児
童
館

に
お
け
る
学
童
保
育
の
対
応
で
は
、

２
月
26
日
近
隣
町
に
お
け
る
感
染
者

の
確
認
報
道
を
受
け
、
休
業
措
置
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
３
月
４
日

ま
で
の
間
、
休
業
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
今
般
の
小
中
学
校
の
休
業

期
間
延
長
決
定
を
受
け
、
３
月
末
ま

で
休
業
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
中
学
校
の
卒
業
式
や

修
了
式
の
対
応
は
、
式
典
内
容
や
出

席
人
員
を
縮
小
す
る
な
ど
、
感
染
予

防
に
配
慮
し
た
上
で
開
催
す
る
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
し
、
休
業

期
間
中
、
２
回
程
度
の
分
散
登
校
の

実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
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無
遅
刻
、
無
欠
席
で
卒
業
し
た
児
童
・
生

徒
に
対
し
、
新
冠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
町
商
工
会
で
表
彰
授
与
式
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
各
学
校
で
の
授

与
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、
新
冠
中
学
校
で
担
任
の
先
生

か
ら
４
名
に
、
３
月
19
日
に
は
、
朝
日
小
学

校
で
校
長
先
生
か
ら
１
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

無
遅
刻
・
無
欠
席
の

卒
業
生
へ

賞
状
と

記
念
品
を

贈
呈

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い

た
少
年
国
内
研
修
交
流
事
業
報
告

会
は
、
今
年
度
は
行
わ
ず
、
３
月

24
日
に
研
修
参
加
者
の
み
で
事
業

の
成
果
発
表
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
一
般
来
場
者
を
招
待
し

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
模
様
を
映

像
撮
影
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
研
修

成
果
物
の
展
示
の
ほ
か
、
成
果
発
表

が
映
像
記
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
図

書
プ
ラ
ザ
で
貸
し
出
す
予
定
で
す
。

新
冠
町
少
年
国
内
研
修

交
流
事
業
の
成
果
発
表

　

３
月
18
日
、
町
商
工
会
女
性
部

が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
『
交
通

安
全
・
愛
の
鈴
』
を
贈
り
ま
し
た
。

　

黄
色
い
毛
糸
で
包
ま
れ
た
鈴
は
、

４
月
か
ら
新
１
年
生
と
な
る
児
童
が

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
願
い
が

込
め
ら
れ
、
毎
年
商
工
会
女
性
部
会

員
が
手
作
り
し
て
い
る
も
の
で
、
氷

川
神
社
で
お
祓
い
も
受
け
教
育
委
員

会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

愛
の
鈴
は
、
入
学
式
の
当
日
に

各
小
学
校
の
新
１
年
生
に
手
渡
さ

れ
ま
す
。

『
交
通
安
全
・
愛
の
鈴
』

今
年
も

商
工
会
女
性
部
員
が

手
作
り
で

作
成

　

４
月
１
日
、
役
場
会
議
室
で
、

『
農
業
支
援
員
業
務
委
託
式
』
が

行
わ
れ
、
渡
邊
健
一
さ
ん
（
左
）

と
荒
牧
綾
さ
ん
（
右
）
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

着
任
さ
れ
た
２
名
の
支
援
員

は
、
町
内
ピ
ー
マ
ン
農
家
で
の
研

修
を
通
し
て
、
営
農
技
術
の
習
得

に
励
み
、
３
年
後
の
新
規
就
農
を

目
指
し
ま
す
。

　

将
来
の
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
規
就
農
を

目
指
す

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の

農
業
支
援
員
２
名
が

着
任

　

４
月
３
日
、
新
冠
建
設
協
会
に

加
盟
す
る
町
内
の
建
設
業
者
19
社

に
よ
る
、
春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
毎
年
春
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
参
加
し
た
75
名

の
会
員
は
、
市
街
地
や
節
婦
地
区
、

山
間
部
の
一
部
の
地
区
に
分
か
れ
、

道
路
脇
に
溜
っ
た
砂
の
除
去
や
排

水
溝
周
り
の
枯
草
の
撤
去
、
路
肩

に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
清
掃
作
業

な
ど
に
励
み
ま
し
た
。

新
冠
建
設
協
会
加
盟
業
者
に
よ
る

春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

卒園式・卒業式
令和元年度

　町内のこども園、小・中学校で卒園式、卒

業式が挙行され、１３１名が学び舎を巣立ち

ました。

　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため規模を縮小しての挙行となりましたが、

園長や校長先生から一人ひとりに卒業証書が

手渡され、抱えきれないほどの思い出を胸に、

新たな一歩を踏み出しました。

新冠中学校（３月 13 日）

●こども園ド・レ・ミ　４１名

●新冠小学校　　　　　４１名

●朝日小学校　　　　　　６名

●新冠中学校　　　　　４３名

卒園・卒業生数

朝日小学校（３月 19 日）

新冠小学校（３月 23 日）

認定こども園ド・レ・ミ（３月24日）
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室蘭児童相談所巡回児童相談
　巡回児童相談では、育児や成長・発達などの問題について、

室蘭児童相談所の児童福祉司及び判定員が相談をお受けいたし

ます。

・内　容：療育手帳の申請・更新

　　　　　成長・発達・養育に関する相談及び発達検査

・対　象：18 歳未満のお子さんとその保護者

・日　時：１回目　５月７日（木）　２回目　９月 23 日（水）

・場　所：新冠町役場

・申　込

　相談に係る事前提出書類の準備などがありますので、相談を

希望される方は１カ月前までに下記までご連絡ください。

心身障害者一般巡回相談
　一般巡回相談では、北海道心身障害者総合相談所判定員が下

記のとおり相談・判定を行いますので、相談を希望される方は

下記までご連絡ください。

・対象者

　18 歳以上の者で次のいずれかに該当する者とそのご家族

　①身体障がい者で電動車いすなどの直接判定を要する補装具

　の交付を希望する者

　②知的障がい者で療育手帳の新規または再判定を希望する者

・日　時：９月７日（月）13時～17時　９月 ８日（火）９時～17時

　　　　　 ９月９日（水）９時～17時　９月10日（木）９時～12時

・場　所：新ひだか町公民館コミュニティーセンター

・その他

　相談に係る提出書類の作成など事前準備がありますので、相談

を希望される方は６月30日（火）までにご連絡ください。

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ　☎ 0146・47・2113

健康についての
悩みはありませんか？

　町では、健康に関する専門職で

ある保健師・管理栄養士・歯科衛

生士が、妊娠期から乳幼児期、成

人期から高齢期まで、あらゆる年

代の健康づくりをサポートさせて

いただきます。

・相談例

　妊娠・出産・子育てのこと、子

どもの成長・発達、予防接種や病

気のこと、お口や歯のケア方法、

病気を悪化させないための運動・

食事、メタボを改善したい、ここ

ろの悩みなど。

※相談内容に応じて、より専門的

な機関などもご紹介させていただ

きます。

・相談先

　平日８時 30 分～ 17 時 15 分　

　保健福祉課（３番窓口）

　電話・来庁または家庭訪問での

相談を行っています。

●問い合わせ先　

　保健福祉課保健福祉グループ

　健康推進係

　☎ 0146・47・2113

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆㈱北海道日高牧場	 （2,000,000円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆秋村　満敏	 （50,000円）

☆藤原　則行	 （古布２袋）

☆商工会女性部	 （古布８袋）

☆ボランティアグループちょぼら	 （カット布２袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆山藤　雄一	 （50,000円）

☆村本　浩	 （30,000円）

☆秋村　満敏	 （50,000円）

☆西村　マサ子	 （20,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆高橋　研治	 （古布１箱、１袋）

☆ Niikappu sweets marche みると	

（ｺｰﾋｰ販売の売上 10,866円）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

４

月

17日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

28日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

５

月

11日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

保健センター

14：00～15：30 節婦憩いの家

14日（木） 18：00～20：00 からだリセット講座① 保健センター

15日（金）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）

泊津生活館

14：00～15：30 泉生活館

18日（月）

10：00～11：30 脳の元気アップ教室
（認知症予防教室）

大富生活館

14：00～15：30 新和生活館

13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

13：30～15：30 認知症カフェ（えま茶） えましあ

20日（水） 13：30～15：00 認知症カフェ（オレンジカフェ) cafeゆるり

その１

町民生活課からのお知らせ

戦没者などの遺族の方へ
特別弔慰金が支給されます

　戦没者などの死亡当時のご遺族で、令和２年４月

１日において、公務扶助料や遺族年金などを受ける

方がいない場合に、第十一回特別弔慰金として額面

25万円、５年償還の記名国債が支給されます。

【支給対象者】

　次の順番による先順位のご遺族お一人です。

　１．弔慰金の受給権者

　２．戦没者などの子

　３．戦没者などと生計関係を有しており、かつ、

　　戦没者などと氏が同じである下記の方

　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

　４．前記３以外の、

　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

　５．前記１から４以外のご遺族で、戦没者など

　の死亡時まで引き続き一年以上生計関係を有し

　ていた三親等以内の親族

【請求期限】　令和５年３月31日まで

【請 求 先】　役場１階２番窓口　町民生活課

国民年金保険料学生納付特例制度
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金への

加入が必要ですが、ご本人の所得が一定額以下の

場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生

納付特例制度」があります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月ま

でとなっており、この制度を利用することで、将

来の年金受給権の確保だけでなく、万一の事故な

どにより障害を負った時の障害基礎年金の受給資

格を確保することができます。

○納付猶予について

　年金を受給するのに必要な受給資格（納付期間）

へ反映されますが、年金額へは反映されません。

○必要な添付書類

　年金手帳、印鑑、学生証の写し（両面）または在

学証明書原本（在学期間がわかるもの）

国民年金　会社を退職された方へ
　勤務先を退職されたとき、20 歳以上 60 歳未満

の方は厚生年金保険から国民年金への変更の届出

が必要です。

　また、退職された方に扶養されていた配偶者（20

歳以上 60 歳未満）も同様に手続きが必要です。

【手続きに必要なもの】

 ①年金手帳　②印鑑　③退職日が確認できるもの

使用済小型電子機器対象製品の一部除外
　令和２年４月より、小型家電製品の回収品目の一

部製品が対象外となりましたのでお知らせします。

　これら製品は、次のとおりそれぞれ適正に分別

処理してください。

　１．パソコン用モニター（液晶、ＣＲＴディスプレイ）

　①「ＰＣリサイクルマーク」

　が付いているものは、パソコ

　ンメーカーが回収・リサイク

　ルします。

　②回収を行うメーカーなどが

　ないパソコンモニターは、一

　般社団法人パソコン３Ｒ推進

　協会が有償で回収します。

　　詳しくは、次のホームページまたは電話でお

　問い合わせください。

　○ＨＰ：http//www.pc3r.jp/ 

　○電話：03-5282-7685

　２．除湿機

　フロンガスを含む製品は、専門業者または販売

店に相談してください。

　３．内蔵バッテリー

　ノートパソコン、コードレス掃除機などに内蔵

されているバッテリーを取り外し、家電量販店な

どに引き渡してください。

　内蔵バッテリー以外は小型家電の対象となります。

　４．スピーカー・電気毛布

　粗大ごみ

　５．事業で使用していた製品

　事業者自ら処理することになっているため、小

型家電には該当しません。

●問い合わせ先　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112

P8  広報にいかっぷ　2020.4 広報にいかっぷ　2020.4 P7



●問い合わせ先：総務課総務グループ総務係　☎ 0146・47・2497

職員の動き	 ４月１日付けで、機構改革と職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

町長部局

前　職

まちづくりグループ主幹兼企画係長

まちづくりグループ総合計画係長

まちづくりグループ企画係

まちづくりグループ広報統計係長

まちづくりグループ総括主幹

保健福祉課保健福祉グループ副主幹兼

医療給付係長

まちづくりグループ商工労働観光係

社会教育課社会教育グループ副主幹兼

社会教育係長

管理グループ副主幹兼管理係長兼管財係長

日高中部広域連合派遣

農業委員会主幹兼業務係長

教育委員会管理課長

病棟詰所副看護師長

外来詰所副看護師長

氏　名

下川　広司

浜口　雅史

山岡　拓矢

木村　晃三

楫川　聡明

泉澤　　匠

永坂　　翔

本郷　宏和

中川　亮二

八木　真樹

村田　祥之

工藤　　匡

野村　香里

伊藤　明子

発令内容

企画広報統計グループ総括主幹

企画広報統計グループ企画係長

企画広報統計グループ企画係

企画広報統計グループ広報統計係長

商工労働観光グループ総括主幹

商工労働観光グループ副主幹兼

商工労働観光係長

商工労働観光グループ商工労働観光係

管理グループ副主幹兼管財係長

管理グループ副主幹兼管理係長

保健福祉グループ総括主幹

保健福祉グループ主幹兼医療給付係長

所長

看護師長兼病棟詰所副看護師長兼

地域連携室室長

外来詰所副看護師長兼地域連携室次長

課　名

企画課

建設水道課

保健福祉課

町有牧野

国保診療所

教育委員会部局

前　職

社会教育課長

こども園グループ子育て支援係

こども園グループ園務係

保健福祉課保健福祉グループ総括主幹

社会教育グループ社会教育係主査

産業課産業グループ畜産係

氏　名

湊　　昌行

桑嶋　好美

河合　夕恵

新宮　信幸

原口　正也

小林　　翼

発令内容

管理課長

こども園グループ園務係

こども園グループ子育て支援係

社会教育課長

社会教育グループ社会教育係長

社会教育グル―プ社会教育係

課　名

管理課

社会教育課

３月 3 1 日付退職者

前　職

町有牧野所長

国保診療所看護師長

氏　名

堤　　秀文

富永　圭子

農業委員会

前　職

企画課まちづくりグループ副主幹兼商工労働観光係長

氏　名

鈴木　智久

発令内容

農業委員会副主幹兼業務係長

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その３

令和２年度新規採用職員

国保診療所病棟詰所主任看護師
星川　綾奈

（前列左から）①三上　憲吾（朝日小学校教諭）

　　　　　　②髙橋　英樹（新冠中学校教頭）

　　　　　　③五十嵐重信（新冠小学校校長）

　　　　　　④下川　徳久（朝日小学校校長）

　　　　　　⑤内山　寛予（新冠小学校教諭）

　　　　　　⑥石澤　和也（新冠中学校教諭）

（後列左から）①山口由紀子（新冠小学校教諭）

　　　　　　②菊池　　哲（新冠中学校教諭）

　　　　　　③小関　雅史（新冠中学校教諭）

　　　　　　④上出　修平（新冠中学校教諭）

　　　　　　⑤近藤　翔太（新冠中学校事務職員）

教職員着任式　新しい先生が着任しましたのでご紹介します。

国保診療所
医長兼新冠町地域包括医療・ケア推進室次長

佐藤　兆昭

国保診療所病棟詰所看護師
渡邊　真樹子

保健福祉課保健福祉グループ健康推進係
保健師兼地域包括医療・ケア推進室保健師

京谷　　優
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今月の一冊

落語レコードの世界
伊藤　一樹／ＤＵ ＢＯＯＫＳ

　落語レコードの海に溺れそ

うになりながらページをめ

くっていくと、忘れかけてい

た思い出が蘇ってくる。「圓生

百席」から「THE MANZAI」まで、

700 枚以上を収録した“落語・

演芸”レコードジャケットデ

ザイン集。

新着ガイド
老～い、どん!	 樋口 恵子

「ふつうの子」なんて、どこにもいない	 木村 泰子

トラウマのことがわかる本	 白川 美也子

戦艦大和の収支決算報告	 青山 誠

超カンタン!手づくりの通園・通学グッズ	 寺西 恵里子

丸めないハンバーグ、包まないシュウマイ。	 近藤 幸子

生理ちゃん	 小山 健

タカラヅカの解剖図鑑	 中本 千晶

登山ボディ	 芳須 勲

抵抗都市	 佐々木 譲

沃野の刑事	 堂場 瞬一

歩道橋シネマ	 恩田 陸

店長がバカすぎて	 早見 和真

あきない世傳金と銀　８	 高田 郁

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

４月の夜間開館は実施しません。

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：30～ 11：00	 おうるの郷

12：45～ 13：10	 新冠中学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

４月 10 日

16 日

22 日

23 日

24 日

５月 14 日

15 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆事業の中止について
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、４月

に開催を予定していた【びっくり箱のおはなし会】

と【あかちゃん絵本の読み聞かせ】を中止します。

☆図書プラザ　限定開館のお知らせ

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、下記

の通り利用を制限した限定開館を行っています。

○館内滞在時間 30分以内とし、長時間の資料閲覧は

ご遠慮ください。

○学習机利用、インターネット検索用パソコン使用、

館内での視聴覚資料の閲覧はできません。

○水曜日の夜間開館は、４月は実施しません。

○５月以降の情報は、４月 24日発行の生涯学習情報

誌『まなボード』でご確認ください。

☆新着ＤＶＤのお知らせ

図書プラザに新しいＤＶＤが入荷しました。

ＤＶＤは１人３点まで１週間借りることができます。

返却期限を守ってご利用ください。

貸出中の場合は予約ができます。

※ディスクは割れやすいので、取り扱いに注意して

ください。

『日日是好日』（邦画）

『ダークナイト』（洋画）

『ボヘミアン・ラプソディ』（洋画）

『グレイテストショーマン』（洋画）

『仮面ライダー平成ジェネレーションズ
ＦＯＲＥＶＥＲ』（アクション）

『おしりたんてい　２　ププッ
ふめつのせっとうだん』（アニメ）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

光ブロードバンドサービスの申し込み
及びサービス提供開始日のお知らせ

　今年度整備を行っていた節婦町及び新冠沢エリ

アの光回線の整備は予定どおり３月をもって完了

しました。

　このことに伴い、４月６日（月）より光ブロード

バンドサービスの加入申込受付を開始しています。

　対象地域にお住まいの方で光ブロードバンド

サービスの利用を希望される方は、それぞれご自

身で通信事業者に申し込みをお願いします。

　なお、サービス提供開始は５月１日（金）から

となります。

【光ブロードバンドサービス提供までの流れ】

１．新たな提供地域

　西泊津の一部及び東泊津・高江・朝日・緑丘・

古岸・大富・万世・明和・新栄・若園・泉・岩清水・

節婦町

２．申し込みの受付開始

　光ブロードバンドサービスを利用希望の方は、

フレッツ光を提供するＮＴＴ東日本や携帯電話会

社などの光コラボ事業者にそれぞれ加入し申込み

を行ってください。

　引込工事の手配を行い、工事日程 ( ５月１日以

降の日程 )を調整します。

　なお、引込工事については、光コラボ事業者に

申し込みをされても、同様の手続きとなります。

３．５月１日（金）からサービスの提供開始

　引込工事及び開通設定が終わった所から、光ブ

ロードバンドサービスの利用が可能となります。

【注意いただきたいこと】

・町が整備した設備か

らご自宅や事務所に光

ケーブルを引き込む工

事費用については、申

込者本人の負担となり

ます。

（工事費用 18,000 円（税別））

・申込形態によって、通信事業者から提供される

機器や開通時のインターネット接続設定方法が異

なります。詳しくは、申込時に通信事業者へ確認

をお願いします。

　また、インターネット接続を行うためには、プ

ロバイダー（インターネット接続事業者）への契

約も必要となりますので、併せて申込時にご確認

をお願いいたします。

・Wi-Fi ルーターの設置をお願いします。これは、

国の補助事業を活用して光回線を整備している関

係上、Wi-Fi ルーターなどの無線機器を設置する

必要があるためです。

※詳しくは３月 27 日発行の町政事務委託文書を

ご覧ください。

●問い合わせ先　企画課企画広報統計グループ　☎ 0146・47・2498

★おしゃべりルーム★
・期　日　５月７日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内　容　『赤ちゃんおもちゃを作ろう』

・申　込　４月 20（月）～５月１日（金）まで

・定　員　　10 組（０歳～１歳６カ月）

★チャイルドランド★
・期　日　５月 21 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内　容　『子育てコーチング』

・申　込　５月８日（金）～５月 19 日（火）

・定　員　10 組（０歳～就学前）

★子育てサークルぴぐれっと★
・期　日　５月 14 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内　容　『未定』※申し込みの必要はありません。

※４月に予定していた子育て支援センター事業は

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とし

ています。５月の事業についても状況により中止

または延期、参加人数を縮小する場合があります

のでご了承ください。

●問い合わせ先

　教育委員会子育て支援センター ☎ 0146・47・4525
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あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

すべての相談の
相談料が

無料で
す

　

〇
一
般
幹
部
候
補
生
の
募
集

・
資　

格

　

22
～
26
歳
未
満
の
男
女

・
受　

付

　

５
月
１
日
ま
で

・
試　

験

　

５
月
９
日
・
10
日
の
内
１
日

〇
第
１
回
一
般
曹
候
補
生
の
募
集

・
資　

格

　

18
歳
～
33
歳
未
満
の
男
女

・
受　

付

　

５
月
15
日
ま
で

・
試　

験

　

５
月
23
日

〇
第
１
回
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

・
資　

格

　

18
歳
～
33
歳
未
満
の
男
女

・
受　

付

　

５
月
22
日
ま
で

・
試　

験

　

男
子
５
月
28
～
31
日
の
内
１
日

　

女
子
５
月
29
・
30
日
の
内
１
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

〇
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

精
神
科
専
門
医
が
こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

・
日　

程

　

①
４
月
17
日
（
金
）

　

②
５
月
15
日
（
金
）

※
６
月
以
降
、
月
１
回
開
催
予
定

・
時　

間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
１
人
１
時
間
程
度
）

・
場　

所

　

静
内
保
健
所

・
対　

象

　

①
精
神
的
な
不
安
感
か
ら
生
活

に
支
障
が
生
じ
て
困
っ
て
い
る
、

心
の
病
気
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る

御
本
人
。

　

②
心
の
病
気
で
は
な
い
か
心
配

な
の
で
医
療
機
関
に
受
診
し
て
も

ら
い
た
い
な
ど
、
本
人
へ
の
対
応

で
困
っ
て
い
る
御
家
族
や
職
場
の

方
、
関
係
機
関
の
方
な
ど
。

・
申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

（
予
約
制
）。

〇
女
性
の
健
康
相
談
日

　

女
性
固
有
の
健
康
上
の
悩
み
に

つ
い
て
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
日　

程

　

①
４
月
22
日
（
水
）

　

②
５
月
27
日
（
水
）

※
６
月
以
降
、
月
１
回
開
催
予
定

・
時　

間

　

13
時
～
16
時

・
場　

所

　

静
内
保
健
所

・
対　

象

　

妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
の
悩
み
、

思
春
期
の
性
感
染
症
、
更
年
期
の
健

康
上
の
悩
み
な
ど
で
お
困
り
の
方
。

・
申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

（
予
約
制
）
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

　

次
の
と
お
り
調
理
師
試
験
を

行
い
ま
す
。

・
試
験
日
時

　

８
月
25
日
（
火
）
13
時
30
分
～

・
試
験
地

　

苫
小
牧
市

・
受
験
資
格

　

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を

調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、

学
校
、
病
院
等
の
施
設
又
は
食

品
衛
生
法
に
よ
る
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
若
し
く
は
そ
う

ざ
い
製
造
業
を
掲
げ
る
営
業
に

お
い
て
令
和
２
年
５
月
22
日
ま

で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に

従
事
し
た
方
。

※
パ
ー
ト
又
は
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
は
、
原
則
と
し
て
週
４
日
以

上
か
つ
１
日
６
時
間
以
上
勤
務

し
て
い
る
場
合

・
試
験
科
目

　

食
文
化
概
論
・
公
衆
衛
生
学

　

栄
養
学
・
食
品
衛
生
学

　

食
品
学
・
調
理
理
論

・
願
書
受
付

　

５
月
11
日
～
５
月
22
日
ま
で

・
手
数
料　

　

６
９
０
０
円
（
北
海
道
収
入
証
紙
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

静
内
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
調
理
師
試
験

O A・文具
リバティーはしもと

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
大

雨
に
よ
り
「
土
砂
災
害
」
や
「
浸

水
害
」、「
洪
水
害
」
な
ど
で
多
く

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
大
雨
に
よ
り
重

大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、「
大

雨
警
報
（
土
砂
災
害
・
浸
水
害
）」

や
「
洪
水
警
報
」
を
発
表
し
て
警

戒
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
こ

の
発
表
に
合
わ
せ
て
実
際
に
地
域

の
ど
こ
で
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い

る
か
が
一
目
で
わ
か
る
「
危
険
度

分
布
」
を
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
大
雨
警

報
（
浸
水
害
）
が
発
表
さ
れ
た
と

き
に
、
実
際
に
ど
こ
で
浸
水
害
発

生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の

か
が
一
目
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
時
間
先
ま
で

の
予
測
と
し
て
危
険
度
の
低
い
順

か
ら
「
注
意
報
基
準
未
満
の
場

合
」、「
注
意
報
基
準
以
上
と
な
る

場
合
」、「
警
報
基
準
以
上
と
な
る

場
合
」、「
警
報
基
準
を
大
き
く
超

過
し
た
基
準
以
上
と
な
る
場
合
」

及
び
、「
警
報
基
準
を
大
き
く
超
過

し
た
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
」

の
５
段
階
で
色
分
け
し
て
、
浸
水

害
発
生
の
危
険
度
を
地
図
上
の
分

布
と
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
、

「
濃
い
紫
色
」
や
「
薄
い
紫
色
」

が
表
示
さ
れ
た
場
合
に
、
危
険
個

所
に
い
る
場
合
は
避
難
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
周
り
に

水
が
押
し
寄
せ
る
な
ど
、
状
況
に

よ
っ
て
は
避
難
の
た
め
の
移
動
自

体
が
危
険
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
上
の
階
の
部
屋
や
、

崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
へ
移
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
市
や
町
が
配
布
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災

マ
ッ
プ
で
自
分
の
ま
ち
や
住
ん
で

い
る
地
域
の
大
雨
時
に
危
険
と
な

る
場
所
を
確
認
し
て
お
く
と
と
も

に
、
実
際
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
た

際
に
は
市
や
町
か
ら
発
令
さ
れ
る

避
難
指
示
な
ど
の
情
報
に
従
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
危
険

度
分
布
」
を
活
用
し
自
ら
が
早
め

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
、
大
雨
災

害
か
ら
身
を
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
g
o
.
j
p
/
j
m
a
/

index.html

●
お
問
い
合
わ
せ
先

室
蘭
地
方
気
象
台

☎
０
１
４
３
・
２
２
・
４
２
４
９

セ
ン
タ
ー
開
設
日

４
月-

13
日
（
月
）・
15
日
（
水
）

　
　
　

20
日
（
月
）・
22
日
（
水
）

　
　
　

27
日
（
月
）

５
月-

11
日
（
月
）・
13
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
月
）・
20
日
（
水
）

・
相
談
時
間　

13
時
30
分
～
16
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
15
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

危
険
度
分
布
を
活
用
し
て

大
雨
災
害
か
ら
身
を
守
る

第６次新冠町総合計画
　町民と行政の協働によるま

ちづくりを総合的かつ計画的

に推進するため、令和２年度

から令和 11 年度を期間とした

『第６次新冠町総合計画』を策

定しました。

　この計画は、これまでの視

点に加え、現在の社会情勢に

沿った人口減少や少子高齢化

への対応を基本方針とした、

まちづくりの指針です。

　計画のダイジェスト版を４

月 10 日（金）の町政事務委託

文書で配布していますので、

ぜひご覧ください。

●問い合わせ先
　企画課企画広報統計グループ
　☎ 0146・47・2498

思いやりと笑顔あふれるレ ・コードなまちにいかっぷ

第６次新冠町総合計画
～ダイジェスト版～
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
２
年
４
月
10
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
２
年
４
月
号
（
通
巻
643
号
）

人の

うごき

人　口	 5,417人	 （前月比	 －	72 人）

　男	 2,650人	 （前月比	 －	37 人）

　女	 2,767人	 （前月比	 －	35 人）

世 帯	 2,762世帯	 （前月比	 －	11世帯）
（令和２年３月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 17件 （ 29件）

 63件 （ 88件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

１人（０人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（２件）

発生件数

０件（０件）

１件（０件）

区　分

３月

２年１～３月

区　分

３月

２年１～３月

２月21日～３月20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

山本　　翼	 ♡	胡桑野ちなみ	 本　町

●お誕生おめでとうございます

稻 邊 実
みのり

莉	（啄斗	 恵未 )	北星町

●おくやみ申し上げます

山藤　恭子	 　９４歳	 本　町

秋村ハナヨ	 １０３歳	 中央町

川越　美紀	 　５０歳	 中央町

中川　　恵	 　４９歳	 北星町

村本ひろ美	 　６０歳	 北星町

森岡　　勝	 　８２歳	 北星町

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課住民係へお申し出

ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
二
十
二
話

　

　
「
氷
川
遺
跡
の
貝
殻
文
土
器
に
つ
い
て
」

（
要
約
文
）

　

氷
川
神
社
の
場
所
は
、
大
昔
か
ら
人
が
住

ん
で
い
た
「
氷
川
遺
跡
」
と
し
て
埋
蔵
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
を
望
む
標
高
44
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

舌
状
台
地
に
立
地
し
、
こ
の
台
地
に
は
か
つ

て
壕
（
ご
う
：
地
面
を
掘
り
こ
ん
だ
部
分
）

が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
砦
跡
（
チ
ャ
シ
）

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
円
筒
土

器
文
化
や
晩
期
の
亀
ヶ
岡
文
化
の
遺
物
が
多

数
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
古
い
時

代
に
あ
た
る
「
貝
殻
文
土
器
」
も
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

氷
川
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
貝
殻
文
土
器
は
、

貝
殻
の
腹
縁
を
器
面
に
垂
直
に
当
て
て
押
し

付
け
た
文
様
が
あ
り
ま
す
。
粘
土
に
は
ほ
と

ん
ど
小
石
を
含
ま
ず
、
焼
き
方
は
良
好
で
、

内
面
に
「
条
痕
文
」
と
い
う
貝
殻
の
背
で
な

で
た
痕
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

縄
文
時
代
は
約
１
万
年
も
の
長
い
間
続
き

ま
し
た
の
で
、
始
ま
り
と
終
わ
り
頃
で
は
大

き
な
文
化
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
一
般
的
に
６
期
区
分
（
草
創
・
早
・
前
・
中
・

後
・
晩
期
）
を
採
用
し
て
比
較
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
貝
殻
文
土
器
は
、
縄
文
時
代

早
期
（
約
９
千
～
７
千
年
前
頃
）
に
相
当
し

ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
前
半
に
な
る
と
気
温
も
温
暖

と
な
り
、
漁
労
へ
の
依
存
も
多
く
な
っ
て
き

た
た
め
に
貝
殻
を
模
様
と
し
た
土
器
も
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
石
刃
鏃
（
せ

き
じ
ん
ぞ
く
）
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
剥
片
の

縁
を
簡
単
に
打
欠
い
た
だ
け
の
石
器
が
道
東

を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
日
高
地
方

全
域
で
も
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
伴
う
土
器
の
出
土
が
少
な

い
の
で
、
縄
文
時
代
早
期
の
様
子
を
研
究
す

る
上
で
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
道
端
や
畑
の
付
近
で
偶
然
に
土

器
や
石
器
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
片
の
土
器
で
も
よ
く
観
察

し
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

氷川遺跡から出土した
「貝殻文土器」の拓本

大切な「日常」のために私たちができること。

消防団員募集
あなたの想いで、守れる町がある。
あなたの想いで、救える命がある。
あなたの想いで、深まる絆がある。

消防署新冠支署


